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【屋内にいる場合】
○できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋に移動する
○伏せて頭部を守る

屋内避難は解除
　　〇不審なものを発見した場合には、決して近寄らず、
　　　　直ちに警察、消防や海上保安庁に連絡する。

①追加情報への対応
　　● 屋外にいる場合は、口と鼻をハンカチで覆いながら、現場から直ちに離れ、密閉性の高い屋内の部屋または風上に避難する。
　　● 屋内にいる場合は、換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内を密閉する。

②校外活動の場合
　　●屋内にいる場合でも、より頑丈な建物や地下があれば直ちにそちらに避難する。
　　●校外活動に際しては、計画の段階で様々な危機事象の発生も想定しておく。
　　　活動場所での避難場所・情報伝達方法・対応及び事前指導を行う。

③登校中や自宅にいる場合の対応
　　●児童が、そのときに入手した情報に基づき対応できるように事前指導を行う。
　　●教職員は、児童の安全確認を速やかに行う。
　

Ｊアラート等を通じて緊急情報が発信された場合

行動の基本
「姿勢を低くし、頭部を守る」

弾道ミサイル発射情報・避難呼びかけ
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【屋外にいる場合】
○近くの建物の中や地下に避難し、床に伏せて頭部を守る。
　（できるだけ丈夫な建物に避難する。）
○近くに避難できる建物がない場合は物陰に身を隠すか、地面に
　 伏せて頭部を守る。

直ちに避難。

直ちに避難。

直ちに建物の中、又は地下に

避難してください。

ミサイルが落下する可能性が

あります。

直ちに避難してください。

落下の可能性がある 日本の上空を通過 日本領海外の海域に落下

直ちに避難の呼びかけ

直ちに◆と同様の行動

追加情報があるまで引き続き屋内避難

■ ラジオ、テレビ、インターネット等を

通じて情報収集

追加情報（①）

ミサイル通過情報 落下場所の情報

１０ 弾道ミサイル発射に係わる対応について


